
 

 

図 1-1-8．潮汐振幅（大浦）と底層潮流振幅（P6）の経年変化 

 

 

 

 

図 1-1-9．底層フロントと密度成層・貧酸素との関係 
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イ 有明海湾奥西部における主要植物プランクトンの出現動態 

（１）試験等の方法 

 図 1-1-1 に示す鉛直断面定期観測定点における St.T2、T13、P6、P1 および B3 において、

2021 年 7 月 5 日から 8 月 23 日にかけて週 1 回の頻度で、表層海水を採水して植物プラン

クトン細胞数を計数した。計数は、観測翌日に生海水 10～500 µL 中の植物プランクトン細

胞数を生物顕微鏡で検鏡することで行った。 
（２）結果 

 各定点における Chattonella 属の細胞密度の推移を図 1-1-10 に示す。Chattonella 属は、7
月中旬に全ての定点で初認され、7 月下旬に St.B3 で、8 月上旬に St.B3 を除く定点で最高

細胞密度が確認されたが、その後速やかに衰退して 8 月中旬には全ての定点で確認されな

かった。各定点における最高細胞密度は 256～1,440 cells /mL であり、St.T13 が最も高かっ

た。 
 各定点における珪藻類の細胞密度の推移を図 1-1-11 に示す。珪藻類は、4～17,030 cells/ 

mL の範囲で確認された。観測期間のうち、7 月上旬から 8 月中旬までは、細胞密度が 1,220
～2,320 cells/mL の範囲で確認された 7 月 5 日の St.T2 および T13、7 月 12 日の St.B3 およ

び 8 月 2 日の St.T2 を除いて、ほとんどの観測で 1,000 cells/mL 以下であり、比較的低密

度であった。一方で、8 月下旬は全ての定点で 1,420～17,030 cells/mL と比較的高密度であ

った。1,000 cells/mL 以上の細胞密度が確認された観測における優占種は、7 月 5 日の St.T2
および T13 が Skeletonema 属および Chaetoceros 属、7 月 12 日の St.B3 が Chaetoceros 属、

8 月 2 日の St.T2 および 8 月 23 日の全ての定点で Skeletonema 属であった。 
各定点における渦鞭毛藻類の細胞密度の推移を図 1-1-12 に示す。渦鞭毛藻類は、0～348 

cells /mL の範囲で確認された。観測期間を通して、細胞密度が 148～348 cells/mL の範囲で

確認された 7 月 5 日の St.T2、7 月 12 日の St.B3 を除く定点および 7 月 26 日の St.T13 を除

いて、ほとんどの観測で 100 cells/mL 以下の出現であった。100 cells/mL 以上の細胞密度が

観測における優占種は、7 月 5 日の St.T2 および 7 月 26 日の St.T13 で Akashiwo sanguinea、
7 月 12 日の St.T2 で A.sanguinea および Ceratium fusus、7 月 12 日の St.T13、P6 および P1
で C. fusus であった。 

  

図 1-1-10．各定点における Chattonella 属の細胞密度の推移 
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図 1-1-11．各定点における珪藻類の細胞密度の推移 
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図 1-1-12. 各定点における渦鞭毛藻類の細胞密度の推移 
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ウ 有明海湾奥西部における栄養塩動態 

（１）試験等の方法 

 図 1-1-1 に示す観測定線上の観測点 T2、T13、P6、P1、B3 の各層（観測点 T2 は 0 m 層、

B-1 m 層、観測点 T13 は 0 m 層、2m 層、B-1 m 層）で採取した海水について、海洋観測指

針に準拠した空気分節方式を用いて、溶存態無機窒素（硝酸態窒素、亜硝酸態窒素、アン

モニア態窒素）、リン酸態リン、ケイ酸態ケイ素の濃度を以下の方法で測定した。 
 ・硝酸態窒素：銅・カドミウム還元－ナフチルエチレンジアミン吸光光度法 
 ・亜硝酸態窒素：ナフチルエチレンジアミン吸光光度法 
 ・アンモニア態窒素：インドフェノール青吸光光度法 
 ・リン酸態リン：モリブデン青吸光光度法 
 ・ケイ酸態ケイ素：シリカモリブデン青吸光光度法 
   
（２）結果及び考察 

１）溶存無機態窒素 

調査期間における溶存態無機窒素濃度（以下、DIN と記す。）の推移を図 1-1-13 に示す。 
観測点 T2、T13 では全層でほぼ同調していたが、観測点 P6、P1、B3 では 0、2 m 層と B-

1 m 層が異なる挙動を示した。 
7 月 5 日には全観測点の全層で 1 桁台の低い値を示した。7 月 12 日には、観測点 T2、

T13 の全層、観測点 P6、P1 の 0、2 m 層では 20 µM 以上の高い値を示したが、観測点 P6、
P1 の B-1 m 層と観測点 B3 の全層では引き続き 1 桁台の低い値を示した。その後 7 月 19 日

から 8 月 2 日にかけて全観測点の全層で 1 桁台の低い値が続いた。8 月 10 日から 23 日に

かけては、観測点 T2 の全層、観測点 T13 の 2、B-1m 層、観測点 P6、P1、B3 の 0、2 m 層

では 8 月 19 日をピーク（34.2～67.9 µM）に増加したが、8 月 23 日には減少に転じた。同

期間、観測点 T13 の 0 m 層、観測点 P6、P1、B3 の B-1 m 層では増加を続けた。 
 
２）リン酸態リン 

調査期間におけるリン酸態リン濃度（以下、PO4-P と記す。）の推移を図 1-1-14 に示す。

PO4-P は、0.1～5.8 µM の範囲で概ね DIN と同調して増減したが、8 月 23 日の観測点 P6、
P1、B3 においては、底層で最も高い値を観測した。 
 
３）ケイ酸態ケイ素 

調査期間におけるケイ酸態ケイ素濃度（以下、SiO2-Si と記す。）の推移を図 1-1-15 に示

す。7 月 5 日から 8 月 2 日にかけて、SiO2-Si は、18.5～209.1 µM の範囲で概ね DIN と同調

して増減した。 
8 月 2 日から 10 日にかけて、観測点 T2、T13、P6、P1 の 0 m 層で大幅な増加が見られ

た。その後、調査点 T2、T13 では 19 日に減少し、23 日に再び増加したが、調査点 P6、P1
ではほぼ横ばいで推移した。同期間、調査点 T13、P6 の 2 m 層は増加を続けたが、調査点

P1、B3 の 2 m 層は 19 日をピークに増加し、23 日には減少した。8 月 2 日以降、調査点 T2、
T13、P6、P1、B3 の B-1 m 層、調査点 B3 の 0 m 層では横ばいから漸増傾向で推移した。 
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図 1-1-13．有明海奥部西側海域における溶存態無機窒素の経時変化 
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図 1-1-14．有明海奥部西側海域におけるリン酸態リンの経時変化 
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図 1-1-15．有明海奥部西側海域におけるケイ酸態ケイ素の経時変化 
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②有明海熊本県海域 
 

熊本県水産研究センター 浅海干潟研究部 

丸吉浩太、向井宏比古、安藤典幸 

１．全体計画 

（１）目的  

有明海熊本県海域において、その環境特性を把握し、閉鎖性海域における貧酸素水塊等

による漁業被害の軽減に必要な知見を得る。 
 

２．令和３年度計画及び結果 

（１）目的 
全体計画に同じ 

（２）試験等の方法 
   図 1-1-16 に示す有明海熊本県海域の 8 測点において令和 3 年 7 月から 9 月の

間に隔週の間隔で定期観測を実施した。  
 
  調査地点：宇土市網田沖から荒尾市沖（沖合点）5 点、熊本港地先から玉名市岱

明町地先（沿岸点）3 点  
  調査頻度：隔週（7 月から 9 月 計 6 回）  
  調査項目：多項目水質計（JFE アドバンテック社製  AAQ176 型）を用いて、表

層から底層までの水温・塩分・クロロフィル蛍光値・濁度・溶存酸素等の鉛直

観測を行った。また、原則として表層・中層・底層から栄養塩（溶存態無機窒

素・溶存態無機リン・溶存態ケイ素）・溶存酸素・植物プランクトンの組成・

細胞密度を測定するための採水を行った。また、解析には調査をとおして取

得したデータ及び気象庁が公開しているアメダスデータ（熊本市）、国土交通

省が公開している河川の水位データを使用した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1-1-16．調査地点図 
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130 度 28.860 分 
130 度 27.670 分 
130 度 23.950 分 
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